








































領域を a，言語者Bの用いる意味領域を b，言語者Cの用いる意味領域を c，…・・とし(単純化


















さらに，言語者 Aが独自に使用していた Xの意味 Xpがanbncの中にもちこまれ，言語
者B・言語者Cもそれを使用することになる場合がある。この時Xpはanbncに含まれるこ
とになり， anbncはその意味領域を広げることになる(図3)。
また，言語者A と言語者 Bの間で通用し，abの領域にある Xの意味 Xqを言語者 Cが知り，
自分の意味領域の中にとり入れることがある。この時Xqはanbncに含まれることになり，
anbncはその意味領域を広げることになる(図4)。
あるいはまた， anbncの領域にある Xの意味xrを，言語者A も言語者 Bも言語者 Cも
使用しなくなることがある。この場合は， aパbncはその領域を狭めることになる(図5)。
同様に，言語者Aと言語者 Bの間で通用していた， abの領域にある Xの意味 Xsを，言語
者 Bが使用しなくなる時には， abの領域が狭くなり(図 6)，言語者 Aの独自の使い方であ




































































































































α1と集団α2・集団α3の言語 α ・α ・α の重なる部分 αl'nα2'nα がそれらの自然発生的な共
通語となり，さらに少し異なった方言集団 sl. s2• s3' rl・r2・r3などが統合して一国を形成
する時には，それぞれの自然発生的な共通語 αl'nαz'nα ・sl'n sZ' n s3'・rl'n rz'n r3'のうちの
lつが全国共通語の母体となるが，この時には標準語(→[4 J)の概念が介在していること
が多い。
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